
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

４３９２２

基盤研究(C)（一般）

2016～2013

アクティブ･アシスト・ムーブメント導入による重度身体障害者の車いすダンス

Wheelchair dance for bedridden individuals as an active assisted exercise

２０２３６９９６研究者番号：

寺田　恭子（Terada, Kyoko）

名古屋短期大学・現代教養学科・教授

研究期間：

２５３５０８０１

平成 年 月 日現在２９   ８ １５

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：研究成果は、最重度身体障がい者の身体活動が彼らに及ぼす影響のいくつかを明らか
にしたことである。その1つは車いすダンスという運動方法によって、心拍数が上昇し酸素摂取量が増加したこ
と。2つ目は、継続的実践により、最重度身体障がい者もフィットネス効果の可能性が認められたという事だ。
最重度身体障がい者は、運動やスポーツから無縁の存在であるという認識を改められたことと、彼らにとって楽
しく継続できるスポーツ方法を車いすダンスによって構築できたことは特記すべきことである。また車いすダン
ス継続によるケーススタディでは、食事中の筋緊張の緩和や新しい動きの発見、ダンスに対する意欲の向上など
様々な効果を報告した。

研究成果の概要（英文）：The measurements of heart rates and oxygen uptake showed that the energy 
consumption actually increased during the wheelchair dance in bedridden individuals with severe 
motor dysfunction. This study showed that a-year-long intervention of wheelchair dance actually 
improved aerobic fitness in those study participants. Therefore, we have now got special insights 
into how the physical activities in those bedridden individuals with severe motor dysfunction who 
were left lying all-day should be. We may have to change our attitudes toward those bedridden 
individuals to give them more opportunities for daily physical activities. We could also extend the 
now existing spectrum of the adapted sports for them to the wheelchair dance. Our case study also 
found that a specific case who showed alleviation of tightness of muscles brought about by cerebral 
palsy made it easier for him to eat meals after the wheelchair dance. There seems to be more about 
favorable effects of wheelchair dance.

研究分野： アダプテッド・スポーツ
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１．  研究開始当初の背景 
健康的体力を維持するには定期的で程度
な身体活動が必要である。定期的な身体活
動は二次的なリスクを低減しⅡ型糖尿病の
改善や高血圧症の予防などが挙げられるが、
それらはすでに周知の通りである。しかし、
寝たきり、或いは一般的な車いすでは姿勢
保持が困難であり、かつ電動車いすも自力
走行不能な最重度脳性麻痺者（Gross Motor 
Function Classification System LevelⅤ）
やその他の最重度身体障がい者の多くは、
身体的機能面、生活面あるいは心理的側面
など様々な理由から身体活動を行う機会が
極めて少ない。また、その状況の負のスパ
イラルとして、彼らが実施できる運動方法
は極めて少ないと言えよう。現在パラリン
ピック種目であるボッチャが注目されてい
るものの、そのスポーツ（運動）が身体に
及ぼす影響については明らかにされていな
い。さらに、最重度身体障がい者の身体活
動が、彼らの身体にどのような影響を及ぼ
すのかパイロット研究も皆無であることが
明らかとなった。 
そこで本研究代表者は、長期に渡って個々
の身体に適した車いすダンスの実践方法を
考案してきた現場での実践研究をベースに、
最重度身体障がい者の身体活動方法を早急
に構築し、かつ身体活動が彼らの身体に及
ぼす影響を明らかにする必要性を感じた。 
 
２．  研究の目的 
 本研究の目的は、最重度身体障がい者の
個々の身体に合わせた運動方法を探り、か
つそれらが楽しみながら継続できるように、
実践を通して改良していくことである。今
回は本研究代表者が 20 年に渡って現場で
実践している車いすダンスの方法を、スタ
ンディングパートナーが積極的にアシスト
する形を導入して、最重度身体障がい者に
適した方法を確立する。さらに、その方法
で継続的に車いすダンスを実践した時の心
身の変化について、運動生理学的側面およ
び心理的側面も含めて明らかにする。 
 
３． 研究の方法 
 愛知県内の重症心身障害者入所施設Ｋ学
園内の N病棟にて、車いすダンスを実施し
た。具体的には、2012 年度に最重度身体障
がいのある入所者が車いすダンスのデモン
ストレーションとお試しプログラムを体験
した後、本研究に協力できる最重度身体障
がい者を募った。十分なインフォームドコ
ンセントと研究協力への手続きを行って被

験者 6名を確定した。車いすダンスは週に
3回以上、1年間に渡って 1回につき 6分か
ら 15 分、ワルツとジャイブを行い、その継
続の中で個々に適した方法を構築した。加
えて、ベースライン、3 か月、6 ヵ月、12
ヵ月時における車いすダンス時の酸素摂取
量および心拍数を測定し、フィットネス効
果についても検証した。さらに、車いすダ
ンス実践を通しての個々の主観的な心の変
化や、身体の機能面の変化についても記録
した。 
 
４． 研究成果 
 研究の成果は４つある。 
1 つ目は、最重度身体障がい者が楽しめ

る車いすダンス方法を構築し、それを 1年
間に渡って継続実践できたことから、車い
すダンスが彼らの継続できる身体活動とし
て適していることが証明されたこと。2 つ
目は、車いすダンスを始める前と数分間踊
った後の酸素摂取量や HR について、その変
化を明らかにすることができたこと、3 つ
目は、1 年間の継続プログラムによって、
車いすダンスのフィットネス効果に期待が
持てた事である。具体的には、車いすダン
ス中におけるベースラインと 3 か月後、6
ヵ月後、12 ヵ月後のそれぞれの酸素摂取量
と心拍数数値から酸素脈の数値を計算した
際、その数値に有意差が認められた。特に、
ジャイブではベースラインと 3ヶ月、６ヶ
月、12 ヶ月の全てに有意差を、ワルツでは、
ベースラインと６ヶ月後、１２ヶ月後に有
意差が確認された。 
 車いすダンス開始前と開始後における心
拍数の変化については、GAZZETTA MEDICA 
ITALIANA に 論 文 が 掲 載 さ れ た 。 
Cardiorespiratory responses during 
wheelchair dance in bed ridden 
individuals with severe athetspastic 
cerebral palsy. Kyoko TERADA, Ayako 
SATONAKA, Yasuto TERADA, Nobuharu SUZUKI. 
GAZZETTA MEDICA ITALIANA 
Vol.175-No.6-pp241-247(June 2016) 。 
また、フィットネス効果については、
European Journal of Physical and 
Rehabilitation Medicine にアクセプトさ
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 最後は客観的な心身の変化として、車い
すダンスによって、人前で踊ることが楽し
みとなり、積極性が増した人や、車いすダ
ンス実践後に口角付近の過緊張がほぐれ、
食事がスムーズ進んだ人、今まで動かせな
いと思っていた上肢が、ダンスによって動
かせるということがわかり、様々な振り付
けにチャレンジできた人等もいた。 
 彼らと共に車いすダンスを行った職員ら
へのアンケート調査では、車いすダンスの
心身への効果を体感した、最重度身体障が
い者の身体の可能性について、未知な部分
が大いにあることが改めてわかった等、ポ
ジティブな回答が多く見られた。 
 今回の研究より、最重度身体障がい者の
車いすダンスによる継続的運動を通して、
更に最重度身体障がい者の心身と運動との
関わりについて探るべき次への課題を発見
することができた。 
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